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(57)【要約】
　術野を照明するためのＬＥＤを有する照明装置（５）
は、個別の異なる第１及び第２色温度を有する第１及び
第２白色光ビーム（７、９）の個別の一つを出射するよ
うに構成された第１及び第２ＬＥＤ（６、８）と、反射
される第１の第１ビームと第１の第２ビーム成分（１１
、１３）へ、透過される第２の第１ビーム及び第２の第
２ビーム成分（１２、１４）へ、各々、前記第１及び第
２光ビーム（７、９）を分割するように設けられるビー
ムスプリッター（１０）を有する。ＬＥＤ（６、８）と
ビームスプリッター（１０）が３次元的に設けられ、第
１ビームの透過した成分（１２）及び第２ビームの反射
した成分（１３）が、第１色温度と第２色温度の間の中
間の色温度の第１生成ビーム（１５）として重畳され、
第１ビームの反射した成分（１１）と第２ビームの透過
した成分（１４）が同じ中間の色温度の第２生成ビーム
（１６）として重畳される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　術野を照明するためのＬＥＤを有する照明装置（５）であって、
　前記照明装置が、第１色温度を有する第１白色光ビーム（７）を出射するように構成さ
れた第１ＬＥＤ（６）、及び前記第１色温度とは異なる第２色温度を有する第２白色光ビ
ーム（９）を出射するように構成された第２ＬＥＤ（８）を備え、
　前記照明装置が、ビームスプリッター（１０）により反射される第１の第１ビーム成分
（１１）と、前記ビームスプリッター（１０）を透過する第２の第１ビーム成分（１２）
に第１白色光ビーム（７）を分割し、前記ビームスプリッター（１０）により反射される
第１の第２ビーム成分（１３）と、前記ビームスプリッター（１０）を透過する第２の第
２ビーム成分（１４）に第２白色光ビーム（９）を分割するビームスプリッター（１０）
を更に備え、
　前記第１ＬＥＤ（６）、前記第２ＬＥＤ（８）、及び前記ビームスプリッター（１０）
が、透過した前記第２の第１ビーム成分（１２）と、反射された前記第１の第２ビーム成
分（１３）が重畳し、第１色温度と第２色温度の中間の色温度を有する第１生成ビーム（
１５）を形成し、また、反射された前記第１の第１ビーム成分（１１）と、透過した前記
第２の第２ビーム成分（１４）が重畳し、前記中間の色温度を有する第２生成ビーム（１
６）を形成する態様においてお互いに対して３次元的に設けられ、
　前記照明装置は、更に、照明場のゾーン（２０）に向けて前記第１生成ビーム（１５）
を集めるように設けられた第１光学素子（１９）と、前記ゾーン（２０）に向けて前記第
２生成ビーム（１６）を集めるように設けられた第２光学素子（２１）を更に備える、照
明装置。
【請求項２】
　電流を供給するための電力供給手段（１７）であって、前記第１及び第２ＬＥＤ（６、
８）へ個別の可変の電流を供給するように適合された電力供給手段と、
　個別の電流量が変化する時、第１及び第２ＬＥＤ（６、８）の光量の合計が一定を維持
する態様で前記電力供給手段（１７）を制御するように構成された制御ユニット（１８）
を更に備える、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記第１ＬＥＤ（６）により出射された前記第１白色光ビーム（７）は、前記第２ＬＥ
Ｄ（８）により出射された第２白色光ビーム（９）に実質的に直交する、請求項１又は２
に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記第１及び第２ＬＥＤ（６、８）が、実質的に等しい前記ビームスプリッター（１０
）からの個別距離に置かれる、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記ビームスプリッター（１０）は、半反射性ミラーである、請求項１乃至４のいずれ
か一項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記半反射性ミラーは、前記第１及び第２白色光ビーム（７、９）に関して４５°に実
質的に等しい角度で傾斜される、請求項５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記ＬＥＤは、幾何的な観点から実質的に同一である、請求項１乃至６のいずれか一項
に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記第１光学素子（１９）が、楕円形反射器であり、前記第２光学素子（２１）がレン
ズである、請求項１に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記楕円形反射器は、前記楕円反射器の物体焦点（Ｆo）に前記第１ＬＥＤ（６）が位
置付けられ、前記楕円反射器の像焦点（Ｆi）に前記ゾーン（２０）が位置付けられるよ
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うに設けられる、請求項８に記載の照明装置。
【請求項１０】
　各ＬＥＤ（６、８）と前記ビームスプリッター（１０）の間に位置付けられた第３光学
素子（２２）を更に備える、請求項１に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記第３光学素子（２２）は、前記ＬＥＤ（６）の虚像が前記楕円形反射器の物体焦点
（Ｆo）に位置付けられるように設けられたレンズである、請求項１０に記載の照明装置
。
【請求項１２】
　各ＬＥＤ（６、８）が、３０００Ｋ～５０００Ｋの範囲の色温度を有する、請求項１乃
至１１のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１３】
　特には術野（２）を照明するための医療照明器具であって、請求項１乃至１２のいずれ
か一項に記載の少なくとも一つの照明装置（５）を含む、医療照明器具。
【請求項１４】
　複数の照明装置（５）がドームの軸（Ａ）の周囲に配された照明ドームを有するタイプ
の請求項１３に記載の器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光ダイオード（ＬＥＤ）を有する照明装置、特には術野の照明用の医療照
明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療環境、特には手術室においては、照明条件は、ユーザー、例えば、外科医又は医師
が適切に手術することを可能にするために適切なものでなければならない。特には、照度
は、可能な限り均一でなければならず、これにより、ユーザーが、照明場内にある多種の
組織を識別することができる。
【０００３】
　加えて、照明、全体としては、白色光の照明が、ある基準に適合しなければならず、８
５～１００の範囲の演色評価数（ＣＲＩ）、及び３０００ケルビン（Ｋ）～６７００Ｋの
範囲の色温度を有する光を生成しなければならない。本明細書において、光の「色温度」
との用語は、国際照明委員会（ＣＩＥ（International Commission on Illumination））
の色度図における光の（ｘ，ｙ）色度座標に基づいて慣例の態様で評価された等価色温度
を意味するものと理解されるべきである。
【０００４】
　加えて、度々、ユーザーの要求に適合するように色温度を含む光のあるスペクトル特性
を変更することをユーザーに許容することが望ましい。理想としては、そのようなスペク
トル特性の変化が、視覚照度（visual illumination）における如何なる変化も伴うべき
ではない。本明細書では、光源の光束が、ルーメン（ｌｍ）において表現される出射光パ
ワーとして定義され、また、本明細書においては、照明場における照明装置の視覚照度が
、ｌｕｘで表現される単位面積当たりの照明場を照明する光束の量、つまり、平方メート
ル当たりのルーメン（１ｍ／ｍ2）として定義される点に留意されたい。
【０００５】
　現在においては、異なる種類の照明装置が存在し、これらの要求を部分的に満足し、複
数の光源から到来する光を混合して白色の照明を生成している。
【０００６】
　特許文献ＥＰ２２９９１６３は、上述の照明装置を開示し、２つの区別できる色温度、
つまり、ワームホワイト（warm white）とクールホワイト（cool white）を有する白色Ｌ
ＥＤが中央レフレクターの周囲に交互に配置され、中央リフレクターがＬＥＤにより出射
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された光を照明場へ集める。その照明装置の最終的な色温度が、複数の事前規定の色温度
を用いて修正される。従って、ユーザーが、色温度の限られた範囲を利用できる。不幸に
も、２種類のＬＥＤから到来するビームが区別可能であり、最終的な光量が均等ではない
。加えて、その照明装置は、ユーザーがその照明装置を見る時、用いられる２種類のＬＥ
Ｄに対応する交互のワームホワイト光とクールホワイト光の色温度が見られ、視覚的な不
快を生じさせるという欠点を被る。
【０００７】
　特許文献ＵＳ７４６５０６５も挙げられ、これは、全体として白色の光を取得するべく
並べられる白色及びカラーＬＥＤを有する照明装置を開示する。しかしながら、そのよう
な装置が、均一ではない光を生成し、またそのような種類の照明装置では、障害物が光束
の幾らかの少量を遮蔽すると、例えば、ユーザーが照明器具の下で傾くと、様々なＬＥＤ
の貢献の釣り合いが壊され、これが、色温度を修正し、虹色効果を生じさせ、術野に有色
影が形成されるに至る。
【０００８】
　また、特許文献ＤＥ１０２００６０４０３９３は、ＬＥＤ群を有する照明装置を開示し
、ＬＥＤの「マルチチップ」を形成する白色及びカラーＬＥＤが単一の集光システムに一
緒に結合され、色温度が調整可能な白色光照明の取得を可能にする。混色の改善のため、
ライトガイドがＬＥＤのマルチチップと集光システムの間に挿入される。しかしながら、
そのようなライトガイドは、光源から出射された光束をライトガイドへ入射させることの
技術的な困難さのため、照明装置の光量（optical yield）が低下する欠点を被る。従っ
て、そのような照明装置の電力消費が高い。加えて、そのような種類の照明装置では、均
一な照度を得ることが困難であり、術野の照度は、ユーザーにより選ばれた色温度の関数
として変動する。加えて、その種類の照明装置は、他の欠点、例えば、障害物が光束の幾
らかの量を遮断する時に照明場における有色影を生成する欠点を被る。
【０００９】
　文献ＵＳ２００６／０００７５３８は、異色のＬＥＤにより生成された光ビームが偏向
ビームスプリッターにより結合される照明システムを開示する。従って、各ビームが、直
交偏向の出射ビーム及び反射ビームに分割される。従って、非偏向源を用いて偏向白色光
を生成することができ、この用途が、例えば、ＬＥＤ投射である。
　また、ＵＳ２０１１／０２９２３４３は、１以上のカスケードビームスプリッターを介
してスペクトル的に有色光で増強された白色光照明用の眼科照明システムを開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】ＥＰ２２９９１６３号明細書
【特許文献２】ＵＳ７４６５０６５号明細書
【特許文献３】ＤＥ１０２００６０４０３９３号明細書
【特許文献４】ＵＳ２００６／０００７５３８号明細書
【特許文献５】ＵＳ２０１１／０２９２３４３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、これらの欠点を治癒することであり、照明場に有色影を形成すること
なく、また照明色温度の変更を許容する間、均一な照度、及び高い光量を提供する照明装
置を提案する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この目的を達成するため、本発明は、術野を照明するためのＬＥＤを有する照明装置を
提供し、前記照明装置が、第１色温度を有する第１白色光ビームを出射するように構成さ
れた第１ＬＥＤ、及び第１色温度とは異なる第２色温度を有する第２白色光ビームを出射
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するように構成された第２ＬＥＤを備え、前記照明装置が、ビームスプリッターにより反
射される第１の第１ビーム成分と、ビームスプリッターを透過する第２の第１ビーム成分
に第１光ビームを分割し、ビームスプリッターにより反射される第１の第２ビーム成分と
、ビームスプリッターを透過する第２の第２ビーム成分に第２光ビームを分割するビーム
スプリッターを更に備え、第１ＬＥＤ、第２ＬＥＤ、及びビームスプリッターが、お互い
に対して３次元的に設けられ、透過した第２の第１ビーム成分と、反射された第１の第２
ビーム成分が重畳し、第１色温度と第２色温度の中間の色温度を有する第１生成ビームを
形成し、また、反射された第１の第１ビーム成分と、透過した第２の第２ビーム成分が重
畳し、前記中間の色温度を有する第２生成ビームを形成し、前記照明装置は、更に、照明
場のゾーンに向けて第１生成ビームを集めるように設けられた第１光学素子と、前記ゾー
ンに向けて第２生成ビームを集めるように設けられた第２光学素子を更に備える。
【００１３】
　そのような構成によって、ＬＥＤを有する照明装置は、従って、実質的に同一の２つの
生成光ビームを生成することができ、それら各々が、第１ＬＥＤにより出射されたビーム
の成分と、第２ＬＥＤにより出射されたビームの成分を含み、これらの２つのビーム成分
が重畳し、また同一の生成ビームの両方を術野における同一の像点に向けて集めることが
可能になる。ビームスプリッターが、５０％の透過力（transmission power）と５０％の
反射力（reflection power）を有するとすれば、ＬＥＤから到来する光、端的には白色光
は、従って、理論的には１００％の効率で混合される。従って、均一の照度及び高い光量
を有する白色生成光が取得される。
【００１４】
　加えて、障害物が照明場に存在する場合、照明場には有色影が形成されない。
【００１５】
　本発明の照明装置は、有利には、次の特徴を有し得る：
　照明装置は、電流を供給するための電力供給手段であって、第１及び第２ＬＥＤへ個別
の可変の電流を供給するように適合された電力供給手段と、個別の電流量が変化する時、
第１及び第２ＬＥＤの光量の合計が一定を維持する態様で電力供給手段を制御するように
構成された制御ユニットを更に備え、従って、適切に各ＬＥＤの電流を調整することによ
り、ユーザーにより望まれる生成された光束の色温度を取得することが可能になる；従っ
て、色温度の全範囲に亘る一定の照度及び高い光量を取得することができる；
　第１ＬＥＤにより出射された第１光ビームは、第２ＬＥＤにより出射された第２光ビー
ムに実質的に直交する；
　第１及び第２ＬＥＤが、実質的に等しいビームスプリッターからの個別距離に置かれる
；
　ビームスプリッターは、例えば、一つが反射され、他方が屈折される２つの光束に入射
光線を分割するための一つ又は二つの分割面を有する半反射性又はダイクロイックミラー
であり得る；
　半反射性ミラーは、入射光線に５０％のスプリットをもたらすように第１及び第２白色
光ビームに関して４５°に実質的に等しい角度で傾斜される；
　第１及び第２ＬＥＤは、幾何的な観点から実質的に同一であり、同一の照度を取得する
ことをより簡単にする；実際には、このＬＥＤらは、同一のパッケージ及び同一の電子チ
ップを有するが、ダイオードを形成する蛍光物質の組成がＬＥＤ間で異なる；
　第１光学素子が、楕円形反射器であり、また第２光学素子がレンズであり得る；
　楕円反射器は、楕円反射器の物体焦点に第１ＬＥＤが位置付けられ、楕円反射器の像焦
点に照明場のゾーンが位置付けられるように設けられる。本発明の装置の本構成により、
第２ＬＥＤから到来する反射した第２ビームのように、第１ＬＥＤから到来する透過した
第１ビームが像焦点に集められる；２つのＬＥＤの間にビームスプリッターの位置を与え
ると、反射した第２ビームが、第１ＬＥＤから到来し、従って、物体焦点から到来するよ
うに見え、従って、楕円形反射器の像焦点に集められる；
　照明装置は、各ＬＥＤとビームスプリッターの間に位置付けられた第３光学素子を更に
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備え、従って、生成されるビームの発散を低減する。有利には、生成されるビームの発散
を低減することにより、第１光学素子上の照明エリアも低減され、従って、照明装置の厚
みを低減することが可能になる；
　第３光学素子が、ＬＥＤの虚像が楕円形反射器の物体焦点に位置付けられるように設け
られたレンズであり得る；及び
　各ＬＥＤが、３０００Ｋ～５０００Ｋの範囲の色温度を有する。
【００１６】
　また、本発明は、特には術野を照明するための医療照明器具を提供し、この医療照明器
具が、少なくとも一つのそのような照明装置を含む。
【００１７】
　有利には、医療照明器具が、更には、１以上のそのような照明装置が含まれるドームを
有する種類であり、照明ドームが部分的に開口し、ドーム内、特にはＬＥＤの周囲、光学
素子の周囲、及びビームスプリッターの周囲に空気が流入することが許容される利益を提
供する。
【００１８】
　そのようなドーム構成では、組織と血液の赤色の色合いの間の良好な識別のために重要
である赤色の演色を改善するため、ビームスプリッターの一方上の白色ＬＥＤと、他方上
の赤色ＬＥＤを使用することができる。生成される光は、次に、白色光と赤色光の追加光
である。生成される光の色温度は、また、上述のように調整され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
　添付図面を参照し、また非限定の例として与えられた実施形態の後述の詳細な記述を読
むことにより、本発明がより良く理解され、また他の利益が明らかになる。
【００２０】
【図１】図１は、本発明の照明装置を組み込む術野を照明するための照明器具の斜視模式
図である。
【図２】図２は、本発明の照明装置の原理を示す高度な模式図である。
【図３】図３は、本発明の照明装置の原理を示すより詳細な模式図である。
【図４】図４は、本発明の装置における電流と色温度の関係を示すグラフである。
【図５】図５は、本発明の複数の照明装置を組み込むドームを有する種類の術野を照明す
るための照明器具の高度な模式図である。
【図６】図６は、ＬＥＤ用のサポート具の例の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１は、この例においては、外科医が患者を手術する術野である照明の術野２を照明す
るための照明システム１を示す。この例においては、照明システム１は、そのとおりの態
様で手術室の天井から吊り下げられる種類のものであり、この例においては、２つの関節
式吊り下げアーム３を有し、各々が、本発明の複数の照明装置５を組み込む照明ドーム４
を支持する。
【００２２】
　図２は、本発明の照明装置５の原理を示す図であり、この例においては、第１色温度Ｔ
ｋ１を有する白色光７の第１ビームを出射するように設けられる第１ＬＥＤ６、及び第１
色温度とは異なる第２色温度Ｔｋ２を有する白色光９の第２ビームを出射するように設け
られる第２ＬＥＤ８を有する。
【００２３】
　照明装置５は、ビームスプリッター１０により反射される第１の第１ビーム成分１１と
ビームスプリッター１０を透過又は屈折する第２の第１ビーム成分１２に第１白色光ビー
ム７を分割し、ビームスプリッター１０により反射される第１の第２ビーム成分１３とビ
ームスプリッター１０を透過又は屈折する第２の第２ビーム成分１４に第２白色光ビーム
９を分割するように設けられたビームスプリッター１０を更に有する。
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【００２４】
　有利には、図２に見られるように、第１ＬＥＤ６、第２ＬＥＤ８、及びビームスプリッ
ター１０がお互いに３次元的に設けられ、ビームスプリッター１０を透過する第２の第１
ビーム成分１２と、ビームスプリッター１０により反射される第１の第２ビーム成分１３
が重畳され、第１色温度Ｔｋ１と第２色温度Ｔｋ２の中間の色温度Ｔｋｒを有する第１生
成白色光ビーム１５を形成し、ビームスプリッター１０により反射される第１の第１ビー
ム成分１１と、ビームスプリッター１０を透過する第２の第２ビーム１４が重畳され、ビ
ーム１５と同一であり、同一の中間の色温度Ｔｋｒを有する第２生成白色光ビーム１６を
形成する。
【００２５】
　本発明においては、図２から理解できるように、照明装置５は、従って、実質的に同一
の２つの生成光ビーム１５、１６を生成することを可能とし、これら各ビームが、第１Ｌ
ＥＤ６から到来する光束と第２ＬＥＤ８から到来する光束を含む。有利には、ＬＥＤ６、
８とビームスプリッター１０の相対的な配置により、追加に近い態様でＬＥＤ６、８から
到来する光ビームが重畳する。
【００２６】
　このようにして得られた照明装置５が、非常に均一であり、中間の色温度を有し、また
第１及び第２ＬＥＤ６、８の各光量の合計に等しい全光量を有する白色光を生成する。第
１及び第２ＬＥＤ６、８から到来する光が、光量を制限するライトガイド又は任意の他の
光学装置を用いることなく完全に混合される。
【００２７】
　ビームスプリッター１０は、２つの反対面の各々上で、１００％の理論量、つまり無損
失でビームを分割することを可能にするべきであり、例えば、５０％の反射と５０％の透
過、又は、例えば、３０％の反射と７０％の透過を有する。ビームスプリッター１０とし
て高効率ダイクロイック又は半反射性ミラーを用いることができ、これは、スペクトル的
に中立であり、２つの反対面上で入射光ビームを反射した光束と屈折した光束に分割する
ことに適する金属又は誘電体化合物の薄層で被覆された（ガラス又は合成物質から成る）
支持板を含み、この分割が、光強度のスペクトル又は実に入射光束の波長のスペクトルに
亘り生じる。
【００２８】
　本発明によれば、図２に図示のように、照明装置５が、第１及び第２ＬＥＤ６、８へ別
々の態様で個別に大きさが可変の電流Ｉ６、Ｉ８を供給することに適する電気的な電力供
給手段１７と、第１及び第２ＬＥＤ６、８で個別の電流が変化される時に全光束が一定を
維持する態様で電力供給手段１７を制御するように構成された制御ユニット１８を更に有
する。第１及び第２生成ビーム１５、１６の各々の中間の色温度Ｔｋｒは、従って、以降
により詳細に説明のように、第１及び第２ＬＥＤ６、８に流れる個別の供給電流の関数と
して変化することができる。
【００２９】
　電気的な電力供給手段１７は、単一の電気的な電力供給部の形態、若しくは２つの区別
可能な電気的な電力供給手段の形態であり得る。
【００３０】
　ビームスプリッター１０の上流では、各ＬＥＤ６、８が、例えば、熱グリースで冷却ラ
ジエーターに接続され得る。
【００３１】
　図２に図示の例においては、第２ＬＥＤ８が、第１ＬＥＤ６に対して９０°で回転され
、つまり、第１ＬＥＤ６から出射される第１白色光ビーム７が、第２ＬＥＤ８から出射さ
れる第２白色光ビーム９に実質的に直交する。第１及び第２ＬＥＤ６、８は、幾何、光束
、及び色均一性の観点から同一の２つの生成光ビーム１５、１６を得るために、ビームス
プリッター１０から等距離に配される。図２は、光ビームの分割をより効率的にするため
、第１及び第２白色光ビーム７、９の光軸に対して４５°に実質的に等しい角度で傾斜さ
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れた半反射性ミラーの板を図示する。
【００３２】
　図３に見られるように、照明装置５は、照明場２のあるゾーン２０に向けて第１生成ビ
ーム１５を集めるように設けられる光学素子１９と、同様に、同一のゾーン２０に向けて
第２生成ビーム１６を集めるように設けられる第２光学素子２１を更に有する。このゾー
ン２０は、概して、およそ１０センチメートル（ｃｍ）から３０ｃｍの範囲であり得る直
径を有する円柱状照明空間であり、３０ｃｍから６０ｃｍの範囲の高さを有する。
【００３３】
　照明装置５の本構成では、まず、第１ＬＥＤ６から到来する第１白色光ビーム７の半分
が第１光学素子１９に向けて透過され（第２の第１ビーム成分１２）、その半分が第２光
学素子２１に向けて反射され（第１の第１ビーム成分１１）、次に、第２ＬＥＤ８から到
来する第２白色光ビーム９の半分が第１光学素子１９に向けて反射され（第１の第２ビー
ム成分１３）、その半分が第２光学素子２１に向けて透過される（第２の第２ビーム１４
）。
【００３４】
　有利な態様においては、図３に示されるように、第１光学素子１９は、第１ＬＥＤ６が
楕円形反射器１９の物体焦点Ｆoに位置付けられ、ゾーン２０が楕円形反射器１９の像焦
点Ｆiに位置付けられる態様で設けられた楕円形反射器である。有利には、第１及び第２
ＬＥＤ６、８及びビームスプリッター１０及び楕円形反射器１９の配置により、第１生成
ビーム１５の全光線、つまり、第１ＬＥＤ６から到来する第２の第１ビーム成分１２と第
２ＬＥＤ８から到来する第１の第２ビーム成分１３が、ゾーン２０において像焦点Ｆiに
集められることが見出される。第２ＬＥＤ８から到来する第１の第２ビーム成分１３がビ
ームスプリッター１０により反射され、第１ＬＥＤ６、従って物体焦点Ｆoから到来して
いるように見え、また従って、ゾーン２０における像焦点Ｆiに集められる。
【００３５】
　また図３に見られるように、第２光学素子２１は、ゾーン２０に向けて第２生成ビーム
１６の光線を集めるべく、ビームスプリッター１０から幾らかの距離で第２生成ビーム１
６に置かれるレンズである。第１及び第２ＬＥＤ６、８、ビームスプリッター１０、及び
第２光学素子２１の幾何構成を踏まえると、第２ＬＥＤ８から到来する第２の第２ビーム
１４がゾーン２０の像焦点Ｆiに集められ、ビームスプリッター１０により反射される第
１ＬＥＤ６から到来する第１の第１ビーム成分１１も同様であり、第２ＬＥＤ８から到来
しているように見える。例えば、レンズ２１の出射面に傾斜を設け、又はレンズ２１をオ
フセットすることにより第２生成ビーム１６が偏向し、ＬＥＤに関して中心から離れるこ
とも理解できる。本例においては、二つのビーム１５、１６が、術野のゾーン２０におけ
る点Ｆiに収束する。
【００３６】
　図３は、ＬＥＤ６とビームスプリッター１０の間、またＬＥＤ８とビームスプリッター
１０の間に位置付けられ、白色光ビーム７及び９の発散を低減する機能を果たす第３光学
素子２２を示す。従って、この光学素子２２は、生成されるビーム１５及び１６の発散の
全体、また従って、第１光学素子１９の照明エリアの低減を達成することを可能にし、こ
れにより、ドーム４の厚みの低減を可能にする。この光学素子２２は、例えば、レンズに
より生成される第１ＬＥＤ６の仮想画像が、第１光学素子１９の物体焦点Ｆoに位置付け
られる態様で設けられるレンズであり得る。この態様において、レンズから出る光ビーム
が、第１光学素子１９の物体焦点Ｆoから到来するように見え、従って、ゾーン２０にお
いて楕円形反射器１９の像焦点Ｆiに向かって集められる。レンズ２２のＬＥＤ８につい
ても同様である。
【００３７】
　医療環境に適する照明を獲得するため、白色ＬＥＤは、高い演色評価数、８５～１００
の範囲のもの、また好ましくは９０～１００の範囲のもの、若しくは実に９５～１００の
範囲のもの、また３０００Ｋ～５０００Ｋの範囲の色温度のものが選ばれる。本例におい
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ては、３０００Ｋの色温度Ｔｋ１を有するＬＥＤ６、及び５０００Ｋの色温度Ｔｋ２を有
するＬＥＤ８を用いることができる。次に、以降により詳細に記述のように、実質的に同
一の大きさの電流Ｉ６、Ｉ８が、各々、第１及び第２ＬＥＤ６、８に流れる時、約４００
０Ｋの中間の色温度Ｔｋｒの白色光照明が取得される。
【００３８】
　好ましくは、第１及び第２ＬＥＤ６、８は、第１及び第２ＬＥＤ６及び８の間の光束の
如何なる相違を避けるため、また均一な照明を獲得するため、それらの色温度の他、幾何
的に同一なように選択される。第１及び第２ＬＥＤ間の相違は、例えば、ＬＥＤを形成す
る蛍光粉体の混合物の組成にある。好適には、ＬＥＤは、同一の供給業者から得られる、
例えば、同一のパッケージ及び同一の電子チップ、また同一種類の電力供給を要求するも
のが選ばれる。
【００３９】
　従って、白色ＬＥＤのみを有する本発明の同一の照明装置５によれば、照明装置５の光
束における障害物の存在が、如何なる有色壁を術野２に形成しないものと理解される。
【００４０】
　加えて、ＬＥＤからの光束が、そこに流れる電流の大きさに依存することが知られてい
る。本発明によれば、制御ユニット１８は、全光束を一定に維持するため、第１及び第２
ＬＥＤ６、８を個別に流れる電流Ｉ６、Ｉ８の大きさを連通管の原理で変化するように構
成され、中間の色温度が変化する間、術野２の照度が一定に維持される。「一定」との用
語は、本明細書では、５％の範囲内の光束を意味するように用いられる。
【００４１】
　従って、本発明の照明装置５は、第１及び第２ＬＥＤ６及び８に流れる各電流の大きさ
の単なる適切な変化により、一定の照度で、ＬＥＤ６の第１色温度Ｔｋ１とＬＥＤ８の第
２色温度Ｔｋ２の間で可変の中間の色温度Ｔｋｒを有する白色光を生成する。
【００４２】
　図４は、全光束を一定に維持することを可能にする第１及び第２ＬＥＤ６及び８に流れ
る異なる電流Ｉ６、Ｉ８に基づいて得られる照明装置５からの照明光の様々な温度Ｔｋｒ
を示すグラフである。連通管の原理に基づいて第１及び第２ＬＥＤ６、８の適切な電流が
変化することがグラフに見ることができ、つまり、僅かな訂正を考慮しつつも、実質的に
相補的及び反対の態様である。特には、第１及び第２ＬＥＤ６、８に流れる電流は、第１
及び第２ＬＥＤ６、８の各光束を等しくさせるものであり、中間の色温度Ｔｋｒは、第１
及び第２色温度Ｔｋ１及びＴｋ２の合計の二分の一である。第２ＬＥＤ８の電流がゼロで
あるならば、中間の色温度は、第１ＬＥＤ６の第１色温度に等しい。反対に、もし第１Ｌ
ＥＤ６の電流がゼロであるならば、中間の色温度が、第２ＬＥＤ８の第２色温度に等しい
。第１ＬＥＤ６に流れる電流に対して第２ＬＥＤ８に流れる電流が高ければ高いほど、中
間の色温度が、より第２ＬＥＤ８の第２色温度に向かう傾向になり、逆も然りである。
【００４３】
　図４のグラフは、適切なセンサー、例えば、スペクトロメーターで照明装置５により生
成された光のスペクトルを測定し、慣例の方法でそのスペクトルを用いて照明装置５によ
り生成された光の色温度を評価することにより得られた。照明装置５のある中間の色温度
を取得するために供給されるべきＬＥＤ６及び８のための供給電流の大きさを示す照明装
置５用の較正が構築される。
【００４４】
　従って、第１及び第２ＬＥＤ６、８を通じて流れる各電流Ｉ６、Ｉ８のための値を調整
するようにリアルタイムで中間の色温度Ｔｋｒを測定するため、そのようなセンサー、そ
のようなスペクトロメーターは、本発明の照明装置５内に組み込まれ得る。
【００４５】
　図４に見られるように、各々が３０００Ｋ及び５０００Ｋの色温度を有する第１及び第
２ＬＥＤ６、８を用いると、約３０００Ｋと約５０００Ｋの間で、本例においては段階的
に、照明装置５の中間の色温度を変化させることができる。
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【００４６】
　図５は、複数の照明装置５を組み込むドーム型の照明器具の高度な模式図である。本例
においては、ドーム４は、概して半球形状にあり、扁球であり、極地部２３で窪んでいる
。ドームの回転軸Ａ－Ａ周りに均等に離間された正午線の弧上の内部リブ２４を有し、各
リブ２４が２つの隣接する照明装置５を隔てる。図５に示すように、照明装置５の楕円形
反射器１９は、概して、隣接の組のリブ２４の間に規定され、楕円体の一部を形成するパ
ネル２５によりドームの内部に構築される。図５は、また、平坦若しくは環状に対称であ
るプレートを有する光ビームスプリッター１０と、また軸Ａ－Ａ回りに分配されるＬＥＤ
６及び８も示す。
【００４７】
　有利には、組にて隣接し、軸Ａ－Ａの周りに分配された全ミラー１０が一つの面のある
環状部（faceted annular part）として設計される。同様に、楕円形反射器１９は、環状
形状の単一の部分としても設計され得る。電力供給部１７及び制御ユニット１８は、有利
には、光学システムそれ自体と干渉することなくドームの極地部２３に配置され得る。
【００４８】
　照明機具４においては、ＬＥＤ８と同数のＬＥＤ６がある。本例では、Ｔ断面であり、
図６に斜視及び図３では断面にて示されるサポート具３０の外側外周エッジにより規定さ
れる２つの同心リング上に、ＬＥＤ６とＬＥＤ８が個別配置される。Ｔ形状の頂部では、
このサポート具３０は、Ｔ形状の下部に向かって下方に照明するＬＥＤ８を支持するディ
スクの形態にある。加えて、Ｔ形状の下部では、サポート具は、ディスクと同軸上にあり
、より小径であり、Ｔ形状に対して横方向に照明するＬＥＤ６を支持する円柱の形態にあ
る。図３に示されるように、Ｔ形状のサポート具３０は、術野の照明のゾーン２０の軸Ａ
に沿って軸方向に延びる。サポート具３０は、ＬＥＤ６及び８のためのラジエーターとし
ても機能する。
【００４９】
　当然のように、本発明は、その実施形態の一つの上述の記述に決して制限されるもので
はなく、本発明の範囲を超えることなく修正を受けることができる。特には、商業的に入
手可能なＬＥＤのパワーと所望の照明パワーに依存して、各照明装置５に１以上のＬＥＤ
６と１以上のＬＥＤ８を実装するように選択することができる。しかし、単一の非常にパ
ワフルな６又は８といったＬＥＤの使用が、照明装置における電子カード（electronic c
ard）の面積を低減することを可能にし、経済及び環境的な利益を提供する。演色評価数
Ｒ９を改善するため、一つの白色ＬＥＤ６と一つの赤色ＬＥＤ８を用いることもできる。
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